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１　はじめに

　大極殿院は、藤原宮の中心部に位置し、回廊で囲まれ
た東西約120ｍ、南北約170ｍの区画である。大極殿院の
中央には、儀式の際に天皇が出御する大極殿があり、そ
の南側には礫敷広場を隔てて桁行９間、梁行２間の大極
殿院南門が開く。
　大極殿院では、戦前に日本古文化研究所が、大極殿と
大極殿院回廊とにおいて小規模な発掘調査をおこなって
おり、回廊や「西殿」、「東殿」、さらに大極殿の礎石位
置と建物規模を推定している。
　奈良文化財研究所都城発掘調査部では、これまでに藤
原宮中枢部の様相解明を目的として、大極殿北方（第20

次）、西門（第21次）、東門および東面回廊（第117次）、南門（第

148次）、南面回廊（第160次）の調査を継続的におこない、
主要な建物の配置と構造をあきらかにしている。2014年
度からは朝堂院の北側にある大極殿院内庭の発掘調査に
着手した。飛鳥藤原第182次調査は、大極殿院内庭にお
ける本格的な発掘調査で、大極殿の前面においてその全
容解明を目指した。調査は2014年４月１日に開始し、同
年12月17日に埋戻しを完了した。調査面積は1,450㎡で
ある。なお、以下では南北畦より東側を東区、西側を西
区とする。

２　検出遺構

基本層序　　調査地の基本層序は、上から整備盛土、耕
作土、床土と続き、床土の直下に藤原宮期の礫敷がある。�
礫敷より下位は、東区では上位から褐色砂質土、橙褐色
砂質土が薄く堆積し、これより下位には暗褐色土があ
る。第179次（朝堂院朝庭）の調査成果によれば、礫敷直
下の橙褐色砂質土と褐色砂質土とが第二次整地土にあた
る。褐色砂質土は東区の中央部から東端にかけて分布す
るのみで、これ以外の範囲では上位から礫敷、橙褐色砂
質土（第二次整地土）、暗褐色土と続く。
　西区ではＹ=－17,673付近より西側で礫敷が削平によ
りのこらず、代わりに奈良時代の整地土（SX11251）が
西区中央部に広がり、これより西側では黒灰色土が露出

している。このため、Ｙ=－17,673より西側では奈良時
代整地土および黒灰色土上面で遺構検出をおこない、次
いで必要な範囲でこれらを除去し、藤原宮期以前の遺構
検出を試みた。

藤原宮期の遺構

礫敷広場SX₁₀₈₈₈　　東区と西区の東半分では大極殿院
内庭の礫敷が残る（図110）。暗褐色土の上に橙褐色砂質
土を積み、その上に礫を敷いている。礫は拳大で、礫敷
の厚さは３～５㎝。朝堂院朝庭の礫敷とはきわめて類似
している。調査区内における礫敷の標高は、東区の南端
ではおよそ71.4ｍで、大極殿院の南面回廊を挟んだ朝堂
院朝庭北端付近の礫敷（標高71.5ｍ前後）とほぼ同じであ
る。一方、東区中央から北端の礫敷は標高約71.1～71.2
ｍで、東区南端とは最大で0.2ｍの高低差があり、南面
回廊に向けて高くなる。西区の礫敷も南側が高く北側が
低い。運河SD1901Aと重なる部分はやや陥没しており、
埋め立て後に沈下が起きたことを示している。

宮造営期の遺構

運河SD₁₉₀₁A　　西区の東寄りで部分的に検出した南北
大溝。南排水溝で確認したほか、斜行溝SD11250の平面
検出等でその西肩・東肩を部分的に確認した。西区の東
西畦北側では、その幅は10.0ｍにおよぶ。また、埋立土
上層は黄橙色砂質土と褐色土との互層をなし、版築状を
呈している。
南北溝SD₁₀₈₀₁B　　東区の中央部を縦断する南北の素
掘溝で、大部分は礫敷に覆われるが、調査区の南端と北
端とで確認し、さらに北へ延びることが判明した。また、
斜行溝SD11250の発見にともない、東区中央部で同溝の

藤原宮大極殿院の調査
－第182次

図₁₁₀　大極殿院内庭の礫敷（北から）
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図₁₁₁　第₁₈₂次調査遺構図　1：₂₅₀
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確認をおこなった際に、SD10801Bも一部を平面検出し
ている。それらによれば、SD10801Bは幅2.2ｍ、深さ約1.2
ｍで、埋土は上位から褐色土、橙褐色砂質土、青灰色粘
土と続く。東西畦のすぐ北側で西北西へと延びる斜行溝
SD11250が分岐している。
斜行溝SD₁₁₂₅₀　　東区から西区にかけて検出した素掘
溝。耕作溝の掘り下げ時にその存在を認め、15.5ｍ分を

平面検出した。この斜行溝は南北溝SD10801Ｂから分岐
し、運河SD1901Aまでは延びる（図112・113）。SD11250
の主軸はおおむね東南東―西北西で、幅は2.0～2.2ｍで
ある。SD10801Bと同様に、橙褐色砂質土に覆われてい
る。SD10801Bとの分岐点は東区中央部・東西畦のすぐ
北側にあたるが、南北方向の耕作溝２条がＶ字形に交
錯するところでもあるため、分岐点の検討は次年度以
降とした。また、運河SD1901Aとの関係は、SD11250が
SD1901Aの埋立土を掘り込んでいることから、前者が
新しいとみられるが、この点も次年度以降に再度検討を
くわえることとした。
南北溝SD₁₀₇₀₅　　西区の西寄りで検出した南北方向の
素掘溝で、調査区を縦断し、さらに北へ延びる。東西
畦の北側で奈良時代の整地層SX11251を除去し、６ｍ分
の平面検出と掘削をおこなった（図114）。この範囲では、
SD10705は幅約2.3ｍ、深さ約0.9ｍで、溝心の座標はX=
－166,191においてY=－17,677.8である。標準的な層序は
上位から①褐色土、②灰白色砂質土、③青灰色粘土、④
青灰色砂質土、⑤灰オリーブ色砂である（図116）。人為
的な埋立土（①～④）のうち、③・④は埋立土のグライ
化相で、土器片、木片、斎串、燃えさし、獣骨、種子等
を多く含み、斎串は③の中位付近に集中する傾向があっ
た。⑤は溝機能時の堆積物で、側刻により溝の西肩が
オーバーハングした部分を埋めている。①、③・④は東
西溝SD10871に共通する埋土で、木片や獣骨等の産状も
同じである。既往の調査成果を加味すると、先行朱雀大
路東側溝と考えられる。

図₁₁₂　SD₁₁₂₅₀ 遺構図　1：₁₅₀
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南北溝SD₁₀₇₀₇　　西区の西寄りで検出した南北方向の
素掘溝で、SD10705のすぐ西側にある。調査区を縦断し、
第20次で検出した南北溝SD1925につづくとみられる。
土坑SK11262の北側で、3.3ｍ分について掘り下げたとこ
ろ、埋土は上位から褐色土、暗褐色土、灰色砂であった。
このうち、褐色土と暗褐色土は埋立土、灰色砂は溝機能
時の堆積物である。深さは約1.4ｍ以上で、この溝の下
底までは完掘していない（図116）。SK11262のすぐ北側
までは幅約2.0ｍでまっすぐ延びているが、掘り下げを
おこなった範囲はこの溝がハの字形に広がる部分にあた
り、最大幅は3.9ｍとなる。灰色砂は粗砂と細砂との互
層からなり、ごく少量の遺物を含む。
東西溝SD₁₀₈₇₁　　東区の東南隅および西南隅で確認し
た東西方向の素掘溝で、第160次で検出した同溝が西へ
23ｍ分延びることを確認した。第160次ではおもに断面
観察により、東西溝SD10871およびSD10873の重複を確
認しているが、今回の調査では調査区の南端にあたるた
め、SD10871のみを確認したにとどまる。東区西南隅で
掘り下げをおこなったところ、埋土は上位から褐色土、
青灰色粘土で、後者からは土器片、木片、獣骨、種子な
どが出土した。既往の調査成果を加味すると、先行四条
大路北側溝と考えられる。

宮廃絶後の遺構

整地層SX₁₁₂₅₁　　西区中央部で検出した、南北に延び
る帯状の整地層。南北方向の浅い溝状のくぼみ（藤原

宮廃絶後）を、下位から順に灰色砂礫、暗灰色粘土、黄
橙色砂質土で埋めている。灰色砂礫から黄橙色砂質土
までを合わせた層厚は、最大で約0.3ｍである。整地層
SX11251はY=－17,673からY=－17,679までのおよそ６
ｍ幅にわたる。また、その南限はX=－166,199付近にあ
り、北側はさらに調査区外に延びる。後述する土器埋納
坑SJ11253（奈良時代）や掘立柱建物SB11256（平安時代）は、
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黄橙色砂質土の上面で検出している。奈良時代中頃の土
器が多数出土した。
建物SB₁₀₇₁₅　　西区西南部で３基の柱穴を検出した。
第148次調査で確認していた掘立柱建物SB10715の北側
柱列にあたる。今回の調査により、SB10715は桁行６間

（12.6ｍ）、梁行２間（4.2ｍ）の東西棟であることが確定し
た。いずれの柱穴も一辺1.0ｍの隅丸方形で、うち２基
には柱根が残る。これらの柱穴は埋土に礫を多く含む耕
作溝より新しい。
建物SB₁₁₂₅₅　　西区西北隅付近で検出した４基の柱
穴。東西２間以上、南北２間以上で、調査区外へ延びる。
建物SB₁₁₂₅₆　　西区中央部北寄りで検出した掘立柱建
物。桁行３間（6.3ｍ）以上、梁行２間（4.2ｍ）で西側に
廂がつき、さらに北へ延びる。柱穴は直径0.6ｍの不整
円形で、埋土は例外なく黒色土である。複数の柱穴埋土
から黒色土器Ａ類の小破片が出土し、平安時代に降る建
物である。
柱列SA₁₁₂₅₇　　西区中央部北寄り・建物SB11256の東
側柱筋の近くで検出した南北方向の柱列で、２間分・３

基の柱穴を確認し、さらに北へ延びる。南端の１基には
柱根が残る。南端から２基目の柱穴からは奈良時代の土
器片が出土している。� （森川　実）

土器埋納坑SJ₁₁₂₅₃　　西区中央部で検出した土坑。一辺
35～45㎝の隅丸方形で（図117・118）、遺構検出面からの深
さは15㎝である。土坑内部には奈良時代の須恵器杯Ｂが
正位で埋置され、土器の安定のため、直下には数個の小
礫を置いていた（図117）。土器内部には和同開珎を５枚お
さめる（図119）。重複関係から整地層SX11251より新しい。

図₁₁₆　西区東西方向断面図　1：₄₀（X－₁₆₆,₁₉₁付近）
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土器埋納坑SJ₁₁₂₅₄　　西区中央部で検出した土坑。径
30～35㎝の不整円形で、遺構検出面からの深さは６㎝ほ
ど。土坑内部からは土師器小皿と土師器甕が出土した（図

120・121）。出土状況から、土坑内に小皿を重ねて置いた
後、最後に甕を逆さに被せたと考えられる。小皿は26枚
確認できたが、甕は頸部以下を後世の削平により欠損し
ていることから、本来埋納された小皿の数はさらに多
かったと考えられる。この土坑は、重複関係から、周囲
の耕作溝より新しい。� （若杉智宏）

溝状遺構SX₁₁₂₅₈　　南北畦の西側を南北に貫く溝状の
落ち込みで、藤原宮期の礫敷SX10888を掘り込んでおり、
幅4.0ｍ、深さ0.5ｍ前後である。その東肩は南北畦とほ
ぼ重なるためあきらかでないが、西肩は西区の南端から

北端まで続き、さらに北へ延びる。埋土は灰褐色砂質土
で、奈良時代から平安時代までの土器を含む。SX11258
の西肩法面には花崗岩の巨礫を一石ずつ並べており（石

列SX11252）、その主軸は北でやや西に振れる。石列の大
部分は抜き取られており、抜取穴のみ残る部分が多い。
石列より西側で整地層SX11251の東限付近までは、藤原
宮期の礫敷と、それをおおう茶褐色土がのこり、石列の
天端はこの茶褐色土上面にあたる。茶褐色土は奈良時代
から平安時代までの土器を含む。SX11252の周囲には、
石列の石材であったとみられる花崗岩片を多量に含む土
坑SK11264がある。
土坑SK₁₁₂₆₂　　西区中央付近、東西畦のすぐ北側で検
出した小判形の土坑。長径2.7ｍ、短径2.1ｍで、遺構検
出面からの深さは1.2ｍである。埋土は上位から黄褐色
砂質土、褐色土、青灰色土で、奈良時代の土師器小片の
ほか、巨礫・木片が出土した。
土坑SK₁₁₂₆₃　　西区中央付近で検出した円形の土坑。
直径2.8ｍ、遺構検出面からの深さ0.5ｍで、南北大溝
SD1901Aの埋立土に掘り込んでいる。埋土は黄褐色土
である。奈良時代の土器片が少量出土した。
土坑SK₁₁₂₆₅　　西区中央部で検出した土坑で、南北溝
SD10705埋土を掘り込んでいる。埋土下半からは瓦が出
土した。
土坑SK₁₁₂₆₆　　西区西端で検出した直径0.8ｍの土坑。
土師器甕が出土した。

古墳時代の遺構

古墳周溝SX₁₁₂₇₂　　西区西半で検出した弧状の溝。幅
1.8～2.0ｍ、遺構検出面からの深さ0.3ｍで、埋土は黒色
砂質土である。周溝からは円筒埴輪、土師器甕、須恵
器甕が出土した（図116・122）。この溝は埋没後、南北溝
SD10707、同SD10705（宮造営期）、土坑SK11262（宮廃絶

後）によって破壊されている。SD10705より東側では削
平を受けているが、もとは円墳（直径約15ｍ）の周溝であっ
たとみられる。墳丘は完全に削平されている。
自然流路NR₁₁₂₇₄　　南北溝SD10705とSD10707の下位
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図₁₂₁　土器埋納坑SJ₁₁₂₅₄（北から）

図₁₂₀　土器埋納坑SJ₁₁₂₅₄ 遺構図　1：₁₀

00 30㎝30㎝

土師器甕

土師器小皿　土師器小皿　

耕作溝耕作溝

Y-17,674Y-17,674Y-17,674.3Y-17,674.3

X-166,194.7X-166,194.7



92 奈文研紀要 2015

に埋没した自然流路（図116）。流向は不明だが、堆積物
は砂とシルトとの互層をなしている。層位的位置からみ
て、古墳の造営以前に埋没したものである。�（森川　実）

３　出土遺物

瓦　　類

　第182次出土瓦の種別点数は表18のとおり。軒丸瓦で
は6273A・B、次いで6275Aが多く、軒平瓦では6641E、
次いで6643C、6641C・Fが多く出土した。これまでの
大極殿院の調査では、大極殿で6273B-6641E、大極殿院
南門で6275A-6643Cが所用瓦に比定されてきた。また、
大極殿院回廊では所用瓦の特定にはいたらないものの、
6273A・B-6641E、東面回廊で6281A-6641Fが多く出土
する。今回の調査区は大極殿院南門と東面・南面回廊に
隣接し、大極殿からも離れていない場所であるが、軒瓦
の出土傾向も、過去の周辺の調査と類似する。
　藤原宮造営期ないしそれ以前の遺構に限定すると、南
北溝SD10707から丸瓦１点、平瓦１点、南北溝SD10705
から丸瓦５点、平瓦３点が出土した。いずれも軒瓦はな
い。
　以下、出土数が多い等、注目されるものを説明する。
なお、製作技法によるグループ分類は石田2010の分類に
よる�１）。6273Bは瓦当部から丸瓦部にかけての断面形状
と瓦当側面の調整によりⅠ・Ⅱグループに分類され、今
回は両グループとも出土。6274AはAaが和泉産、Abが
日高山瓦窯産、Acには日高山瓦窯産のⅠグループとＱ
グループの胎土のⅡグループがあるが、今回出土したの
はいずれも日高山瓦窯産のAbおよびAcのⅠグループ。

6275Aと6643Cは、ＮおよびN/Pグループと高台・峰寺
瓦窯産があるが、今回出土したのはいずれも高台・峰寺
瓦窯産。6641Eは23点出土しているが、笵傷第２段階で
凸面の縄叩きを消さないⅡグループのうち、曲線顎風の
ものを２点含む。
　6641Fは、これまで平瓦部凹面に「十」ないし「×」
のヘラ描きをもつものが出土しているが、今回出土した
８点中１点の凹面にもヘラ描きがある。１は欠損のため
残存するヘラ描きは「｜」のみであるが、「十」ないし「×」
の一部の可能性もある（図123）。茶褐色土出土。
　２は右偏行の変形忍冬唐草文の6647型式である。文様
の構成は6647Hに似るが、該当部分の出土例がないため
確定できない。暗灰色を呈しやや軟質で、直径３㎜以下
の砂粒、クサリ礫を少量含む。凸面の瓦当部付近に厚さ
1.3㎝程度の粘土板を貼り足して段顎を作る。顎面はナ
デ、凹面は横ケズリか（図123）。床土出土。
　ヘラ描き瓦が64点出土した。平瓦は凹面に「キ」を刻
むものがあり、一部欠損のため「二」、「一」に見えるも
のについても、本来は「キ」ないし「十」の一部の可能
性がある。丸瓦も凹面に一部欠損した「二」、「一」が目
立つが、凸面に「十」を刻むものを含む。
　３は平瓦凸面にヘラ状工具で「奈」と「良」の文字を
刻む。暗灰色を呈し、硬質で直径２㎜以下の砂粒を少量
含む。凸面は丁寧にナデをほどこし、凹面は未調整で布
圧痕を残す（図123）。茶褐色土出土。
　西区東半の茶褐色土より、丸瓦筒部凸面の側縁付近に
長さ１～５㎜、幅１㎜以下の微細な飛沫状の赤色付着物

図₁₂₂　古墳周溝SX₁₁₂₇₂（北西から）

図₁₂₃　第₁₈₂次調査出土瓦　１：４
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が無数に付く丸瓦片が出土した。赤色付着物の蛍光Ｘ線
分析をおこなったところ、鉄分を多く検出したため、鉄
系の赤色顔料が付着したものの可能性がある。周辺のい
ずれかの建物に塗布した赤色顔料が、瓦に付着したとも
考えられるが、茶褐色土からの出土であるため他所から
の混入の可能性も否定できない。� （清野孝之）

土器・土製品・埴輪

　木箱63箱分の土器・土製品と埴輪が出土した。このう
ち、土器・土製品には藤原宮造営期の遺構から出土した
一群と、奈良時代から平安時代までの遺構・整地土から
出土した一群とがある（図124）。
SD₁₀₇₀₅出土土器　　土師器杯Ｃ（６・７）、杯Ｇ（１・２）、
杯Ｈ（３～５）、盤、高杯、甕（８・11）と、須恵器杯Ｂ蓋（９）、
杯Ａ（10）、杯Ｈ、壺（12）、平瓶、甕がある。土師器杯
Ｃ（６・７）はいずれもａ0手法。土師器杯Ｇには、板ナ
デ痕を残す灰白色の１と、にぶい黄色の２とがある。土
師器杯Ｈ（３～５）には大小２種がある。土師器甕は破
片数が群を抜いて多く、図示したほかに数個体があり、

いわゆる「近江型」の甕（８）もある。須恵器杯Ａ（10）

は底部外面にヘラ切り痕をのこす。須恵器杯Ｂ蓋（９）

はかえりを付したものである。須恵器壺（12）は最下層
の灰色砂（溝機能時の堆積層）から出土した完形品である。
これらの土器は飛鳥Ⅳに属する。
SX₁₁₂₅₁出土土器　　土師器杯Ａ（13・14）、杯Ｃ（15）、
皿Ａ（16～18）、椀Ｃ（19～21）、鉢（22）、高杯、甕、鍋（31）

と、須恵器杯Ａ（23～25）、杯Ｂ（27～30）、高杯、小壺（26）、
鉢Ａ（32）、甕、製塩土器（33）がある。このうち、土師
器杯Ａ、同皿Ａには間隔の広い１段斜放射暗文を施すも
のが多く、杯Ａは口径20.0～21.5㎝、器高3.5㎝前後（杯

ＡⅠ-２）である。須恵器杯Ａは灰白色・軟質で、底部に
はヘラ切り痕を残し、口縁部には重ね焼きの痕跡がある。
　これらの土器は奈良時代中頃・平城宮土器Ⅲに属する
とみられ、整地層SX11251の年代を知るてがかりとなろ
う。
SK₁₁₂₆₇出土土器　　小型の土師器甕（34）が出土した。
　このほか、石列SX11252西側の茶褐色土および耕作溝
出土土器には、奈良時代後半から平安時代までの土器が
ある。土師器には杯Ａ、椀Ａ、皿Ａ（35・36）が、須恵
器には金属器模倣の杯Ｌ（37）があるほか、緑釉陶器片・
猿面硯・土錘も出土している。� （森川）

SJ₁₁₂₅₃出土土器　　38は須恵器杯Ｂ蓋、39は須恵器杯
Ｂ。38は屈曲する端部と平らな頂部からなり、頂部外面
はロクロナデ調整。39の高台は底部外縁に位置し、口縁
部外面にはカキ目を施す。底部外面には「＋」の墨書が
ある。これらは奈良時代中頃から後半までに属している。
SJ₁₁₂₅₄出土土器　　40～66は土器埋納坑SJ11254から出
土した。40～65は土師器小皿。いずれも口径10㎝前後で、
器高は1.5～2.0㎝。55の口縁端部内面の一部には煤が付
着しており、灯明器に用いている。66は土師器甕で口縁
端部は内側に肥厚する。これらは10世紀末頃に位置づけ
られる。
埴　輪　　古墳周溝SX11272やその上部の包含層から
は、多くの埴輪が出土した。普通円筒埴輪、楕円筒埴輪、
朝顔形埴輪がある（図125）。１は楕円筒埴輪で、口径は
長径36.4㎝、短径24.2㎝。口縁部高は17.2～17.9㎝。２孔
の円形透孔があき、最上段の両面にはヘラ記号が入る。
突帯剥離面には方形刺突がみられる。また、１と接合は
しないが同じハケ目パターンをもつ楕円筒埴輪の底部の

表₁₈　第₁₈₂次調査出土瓦集計表

軒丸瓦 軒平瓦 その他

型式 種 点数 型式 種 点数 種類 点数
6075 B 1 6561 A 1 面戸瓦 53
6233 Aa 1 6641 Aa 1 熨斗瓦 33
6233 Ba 2 6641 Ab 1 隅切丸瓦 1
6233 1 6641 C 7 隅切平瓦 1
6273 A 22 6641 E 23 ヘラ描き丸瓦 7
6273 B 14 6641 F 8 ヘラ描き平瓦 56
6273 C 3 6641 8 文字瓦 1
6273 D 3 6642 A 3
6273 12 6642 C 1
6274 AbまたはAc 9 6642 1
6275 A 9 6643 Aa 1
6275 B 2 6643 B 1
6275 C 2 6643 C 12
6275 D 1 6643 D 1
6275 8 6643 3
6276 1 6646 1
6279 Aa 2 6647 Ca 1
6279 Ab 1 6647 新 1
6279 B 7 6647 1
6281 A 4 四重弧文 4
6281 B 3 不明 13
6281 3
不明 24

計 135 計 93 計 152
重量（点数）　丸　瓦　422.4㎏（4,730点）　平　瓦　1,656.1㎏（25,459点）
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図₁₂₄　第₁₈₂次調査出土土器　１：４（1～₁₂　SD₁₀₇₀₅、₁₃～₃₃　SX₁₁₂₅₁、₃₄　SK₁₁₂₆₇、₃₅～₃₇　茶褐色土、₃₈・₃₉　SJ₁₁₂₅₃、₄₀～₆₆　SJ₁₁₂₅₄）
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資料があり、底部高は18.5㎝である。
　普通円筒埴輪は楕円筒埴輪とほぼ同じ形態的特徴を有
する。残存状態の良好な口縁部付近の資料が１点あり、
口径は約35㎝、口縁部高は17.3～18.5㎝で、１と類似す
るヘラ記号をもつ。これらの埴輪は川西宏幸氏の円筒埴
輪編年Ⅱ期後半に位置づけられる�２）。� （若杉）

金属製品・石製品・木製品・獣骨

金属製品　　SJ11253より出土した和同開珎５枚はいずれ
も隷開の新和同である（図126）。また床土から銭貨６枚
が出土したが、銭文が推定できるものは乾元大宝１点の
みである。このほか耳環がSD10707の埋土より出土した。
石製品　　西区では碧玉製管玉１点、滑石製臼玉10点、
紡錘車１点が出土した。� （大谷育恵）

木製品　　SD10705からは斎串が28点以上出土した（図

127）。材は厚み、幅ともさまざまである。両側縁に削り
込みを入れないもの（１・２）、両側縁に削り込みを入れ
たもの（３～８）がある。９は刀子状の形状をした用途
不明品で柄部に穿孔がある。同じくSD10705出土。いず
れも仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる針葉樹材
で、遺存状態はわるいがヒノキ型の分野壁孔が１分野に
２個、観察される箇所もあることから、ヒノキ属と同定
した。� （大谷・星野安治）

獣　骨　　SD10705やSD10871からウマやウシの骨が出

土し、とくにウマが多く認められた。SD10871では基節
骨、中節骨、末節骨が連結した状態で出土し、肢先を切
り落としたものと考えられる。� （山崎　健）

４　ま と め

藤原宮期の礫敷広場を確認　　今回の発掘調査では、大
極殿院内庭の東南部において藤原宮期の礫敷広場を確認
した。調査区内における礫敷の標高は、東区の南端が
71.4ｍ前後で、大極殿院の南面回廊を挟んだ朝堂院朝庭
北端付近の礫敷とほぼ同じ高さであるが、北側にむけて
緩やかに傾斜していることがあきらかとなった。一方、
西区西半の礫敷は削平により残らないが、これは内庭の
礫敷が、大極殿の前面でもっとも高かったことを暗示す
るとみられる。
宮造営期の遺構を確認　　造営期の遺構として東西溝１
条、南北溝３条、斜行溝１条、運河を検出した。南北溝
SD10801Ｂは大極殿院南門の造営に際し、南門を避けて
東へと迂回させた溝とみており、今回の調査でさらに北
へと延びることが判明した。また、同溝から分岐する斜
行溝SD11250を新たに検出し、藤原宮の造営過程を考え
るうえで重要なてがかりを得た。南北溝SD10705と東西
溝SD10871は、既往調査の成果を考慮するとそれぞれ先
行朱雀大路東側溝、先行四条大路北側溝にあたる。両者
の埋立土はほぼ共通し、SD10705では斎串・獣骨などが
出土した。斎串の出土は先行条坊側溝では珍しいが、先
行四条大路と先行朱雀大路との交差点に近いこととの関
連性がうかがわれる。
宮廃絶後の遺構群　　奈良時代には大極殿院南門の跡地
付近で、掘立柱東西棟建物が南北に２棟並ぶことが判明
していたが、今回の発掘調査では、その一方にあたる
SB10715の規模が確定した。今回、SB10715の規模が確

図₁₂₅　古墳周溝SX₁₁₂₇₂出土埴輪　１：６

図₁₂₆　土器埋納坑SJ₁₁₂₅₃出土銭貨　１：１
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定したことで、SB10715と大極殿院南門の基壇跡に建つ
東西棟掘立柱建物SB10714とが同規模の建物であること
があきらかになった。両者は両妻を揃えているうえに、
SB10714の北側柱列とSB10715の南側柱列とが18.0ｍ

（60.0尺）を隔てていること、さらに建物の南北軸が北で
わずかに西偏することから、奈良時代中頃に造営された
計画的な建物群と考えられよう。土器埋納坑SJ11253や
整地層SX11251も奈良時代中頃のもので、建物群の造営
と整地・地鎮とは同時期と考えられる。
　掘立柱建物SB11256と土器埋納坑SJ11254は、出土土
器からいずれも平安時代に降るもので、SJ11254は10世
紀末頃の地鎮遺構である。周辺では、大極殿院南門の基
壇跡付近で掘立柱建物SB10718・SB10719・SB10720・
SB10721を検出している（第148次調査）。今回検出した

SB11256・SJ11254とあわせ、平安時代における土地利
用の一端があきらかとなった。
宮域内における古墳の発見　　藤原宮の造営時に破壊さ
れた古墳の周溝を発見した。藤原宮の周辺では、朱雀大
路や周辺の造成にともない改葬したとみられる日高山横
穴や、日高山１号墳などがある。藤原宮でも朝堂院地区
は埴輪の出土量が多く、東第四堂の調査（第144次）では
古墳の周溝も見つかっている。今回の調査で発見した古
墳とあわせ、宮造営以前の景観を考える上で重要なてが
かりとなろう。� （森川）

註
１） 石田由紀子「藤原宮出土の瓦」『古代瓦研究 Ⅴ』2010。
２） 川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』64-２・４、日

本考古学会、1978・1979。

図₁₂₇　第₁₈₂次調査出土木製品　１：２
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